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論 文 の 内 容_√_の 要 旨

ハッカ属植物の～く-ミント(胞ぬ幽は,その精油が医薬品をはじめ多種棚晶に利用

されている･ミかッカ(〟叩戚朗もラベげ一様の芳香の精油を生産する･･これ帥精油の主成

分はモノテルペンであり･Jよ脚で駅の郵紛は咄on占及び叩叫･此呼ぬでは

血血l及び血羽根車であ乱ハッカ属植物につい℃精油合成系の基軸触ナヤなく,育種
面での研究例も多く･特に近年遺伝子工学的手法の発展とともに■･特定の遺伝子を導入する方配し

て,抽蜘レ､ツカ属植物他用い触るようになった･しかし,これまでA加地を用

いた報告例は紘が･A止血酢郷を用いた報告例はか･そこで本研究では,A虎垣間謬を用い

たバイナリー々クーぬ鱒〟如血及び〟叩血の形質転封軸物側線みた.特

に･毛状扱からのか叫ヒ∴シュートⅥ分化および植物体馴枇濠での条件左僻軋た.さらに,形

賛転換体の精油分析を行った.

〟如ぬについて一月･彪卿を用いバイナリーベクター法虻よる形好転換系を以下のように

確立した･毛状根のカ′叫蛛件:B5培地(1〟MMA･10〟M4側,2･称血卿血r,

30朗5umSe･5朗㌍伽抑･p申8)一犯暗所･さらに選抜旺として弧喝肌肌叩血.k-ト

の再生条件:1乃MS培地(1ヤ■MMA,10川4て肌IlO如餌飢災,5研g伽抑耶8)･,

狐16時間明期(崇犯Ok)･〟叩必ぬについ¶も以下わ通り田鶴軋た･毛状根のカルス化条

件潤培地(l〃MMん10〝M4倒･10如me,10朗牒肋一肌叩説8),狐卿

(お00血)･k一睡宇姓条件溺培地(l〟MMA･10･川4側,2･乳鱒叩叫制札10研



山鳩広子およびαぶ遺伝子の存在を形質転軸物問こおいて確認レた

さらに,形質転換再生植物年の精油分析を狩った結果溜植物とは明ら糾こ異なった精油組成のも

のが認められたたとえば,〟β如ぬにおIて竜野れた形質醜中では,精油の品質を

左右する成分の一種であるme血血肌合長の減少したものを琵めた･また,元一叩虚血におV.､て

得られた再生件の中で眈普通の親植物では検出されない環状モノテルペンであるme血one及び

men廿101を含むものを霞めた.

これらの結果より,本研究で試みた月･′肋脚部を用いるノ叫ナリーベククー注が,〟■廟ぉお

よび〟叩ぬの有用形質転換体の作出加址して,有効な方法のひとつであることが示された.

本研究において得たこれらの成果は,Jよ如ぬおよびJよ叩必ぬなど,ハツ卑属植物の育種

の発展に寄与するものである.

審 査 結 果 の 要 旨

平成15年8月4日に信州大学農学部において,審査委貝全員の出席のもとに博士論文公

開発表会が行われ,引き続き質疑応答が行われた`

ハッカ属植物(〟加地)は･.有用な精油を生産することから歴史的にヒトの生活に深く関わ

っている.近年.精油の品質およびその生産性の改良を目的として,ハッカ属植物の

バグ血c′血虎を用いた形質転換植物体作出の試みが,植物工学および遭伝子工学の発

展とともに盛んに行われるようになった.さらに.精油合成経路の解明が進みその酵素遭伝

子の同定が進行するに従い.特定遺伝子を導入した新たな形質転換体を作出する試みが

始まっている.

本研究吼このようなハッカ属植物を用いた研究の世界的背景のなかで,ハッカ属植物

である此Jゆα血および此■叩血を研究対象とし.組織培養技術を用いた育種法並び

に月卯由ぐ′訂血彷物即郎を用いた形質転換法を確立することを目的としたものである.

本研究により得られた成果は以下の通りである.

1･A加虚血∫を用いた人ッカ属植物の形質転換休作出の報告例はすでに存在するが,

月･d血卿ガを用いた報告例はない･.本研究は,月.′カあg即即を用いて,これら〟

痴α如および〟叩紺地咋目的遺伝子を導入した形質転換再生植物体を作出した.

2･月･廟即がの感染により得た毛状根から.再生植物体に至る各過程.すなわち,毛

状根からのカルス化カルスからシュートの再生及び馴化甲各過程における条件を,此

叩勿融ねおよぴ〟 叩Mぬにおいて確立した.



3･〟→頑併毎において得られた形質転換再生体の中セ,精油の品質を左右する成分

の一種であるmentho魚】r8n含長の減少したものを認めた･また,M.BqLJ8tk8において得られ

た再生体の中でlキ/普通の親植物では検出されない環状モノテルペン,me仙｡｡e及び

menth?lを含むものを認めた･すなわち,本研究で試みた月.′血沈砂紛由を用いるバイナリー

ベクター注が･此痴融ねおよぴ〟∴東研血ねの有用形質転換体を作出する方放として,

ひとつの有効な方法であることが示された.

4･本研究において得たこれらの成果は,〟廊α如および･〟叩Mぬなどノ､ツカ鳳

植物の育種の発展に寄与するものである.

以上について･審査季貝全員†致で本論辛が岐阜大学大学院連合農学研尭科の学位紛

文として十分価値あ争ものと鹿め串.
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